
歴史  2 6 中 2  社会 小テスト  その 3 こたえ

帝国主義と条約改正
名前

月 日

飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正

今
日
の
問
い

列強が世界に進出するなか、日本はどのようにして不平等条約を改正したのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 ノルマントン号事件のあと、国内で を求める声が大きく高まった。 (10点)

2 1911年に関税自主権の回復に成功した外務大臣は である。 (10点)

3 ノルマントン号事件は、 に起こった。 (10点)

4 1894年の改正で、日本で罪をおかした を領事が裁く権利がなくなった。 (10点)

5 帝国主義の時代に、強い軍事力・経済力で世界に進出した欧米の国々を という。 (10点)

6 19世紀後半の日本は、幕末に結んだ をまだ改正できていなかった。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 1894年に撤廃に成功したのは関税自主権である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 ノルマントン号事件で、ボートで逃げたのはアメリカ人の船長らである。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 関税自主権について、正しいものを選びなさい。　( エ )

ア 外国人を領事が自国の法律で裁く権利である イ 1894年に撤廃が実現した

ウ 外務大臣の陸奥宗光が回復を実現した エ 輸入品にかける税の率を自分の国で決める権利で

ある (10点)

10 帝国主義について、正しいものを選びなさい。　( ア )

ア 列強が軍事力や経済力でほかの地域を植民地にし

ようとする動きである

イ 日本が欧米風の生活をまねる政策である

ウ 外国人を領事が裁く権利のことである エ 条約改正を達成した動きである (10点)

得点 / 100

条約改正

小村寿太郎

1886年

外国人

列強

不平等条約

領事裁判権

イギリス人
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